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　本研究は，CSCE　（Conference　on　Security　and
Cooperation　in　Europe）〔全欧安保協力会議〕につい
て，人権問題を中心にしながら多角的に考察している。
CSCEの根幹はいわゆるヘルシンキ協定（Helsinki
Accord）であるが，これは一九七五年八月一日，ヘ
ルシンキで採択された最終文書（Final　Act）を指す。
「条約」や「宣言」と呼ばれることもあるが，最終文
書は国際法でいう条約でないことが明記されており，
また厳密にはBasket　Iの宣言部分のみを「宣言」と
する場合もある。最終文書は三万語に及ぶほど長文で
内容は安全保障から観光に至るまで複雑多岐にわたっ
ている。本研究では，最終文書の国際法上の位置づけ
を明らかにしながら，多数の再検討（foUow－up）会
議と専門会議を経て，常設化されつつあるプロセスと
してのCSCEの政治的意義を以下のようなテーマに
そって考察を進めている。
　①安全保障と人権の関連について。このテーマに
焦点をあてたCSCEに関する研究は多数刊行されて
いるが，二十年間のプロセスの中で，アメリカ，ソ
連，欧州の大国，欧州の小国という四つのアフター
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が，人権，デタントなどについて，意見を激しくぶつ
け合いながら，考え方を変化させていく過程が興味深
い。CSCEでは全会一致の原則がとられたため，東西
二大ブロック間以外の回路で交渉が展開し，小国が大
きな役割を果たしている。
　②ソ連東欧の人権問題に与えた影響。プロセスと
してのCSCEではFollow－up会議だけでなく，履行
監視（monitoring）が重要となる。それには政府，議
会，委員会等のofficia1　monitoringと市民によるun－
official　monitoringがある。後者のうち，ソ連のヘル
シンキグループやチェコスロヴァキアの憲章77などが
有名であったが，それらを含めmonitoringの検証を
通じて，CSCEが各国の民主化に与えた影響を考察し
ている。また離散家族問題などの具体的議題も重要で
ある。
　③戦後ヨーロッパ史におけるCSCE。これは①②
のテーマの前提となるといえるが，ドイツ問題を初め
として「第二大戦の平和条約の代替物」とも言われる
CSCEの歴史を，特にその起源から，一九七五年の最
終文書採択までの経緯を中心に検討している。
　「信頼醸成措置」（confidence■building　measures）
など軍備管理に関するテーマも興味深いが，本研究の
対象とはなっていない。
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